





















体育講義・保健衛生の 4 科目 4 単位必修で展開されていた。 
 当時、市ヶ谷の文系 5 学部の保健体育授業は、川崎校地
で行われていた。 
 基礎体育・スポーツ種目とも通年 1 単位、 2 つの講義も
半期 1 単位で、合計 4 単位の授業であった。 1 年生は指定
された曜日に、川崎校地へ出かけ、実技 2 コマ、講義 1 コ
マ、合計 3 コマを履修した。 





 この頃は、基礎体育・スポーツ種目は通年 1 単位、講義
は体育講義で半期 2 単位、合計 4 単位必修であった。 












関する質問があり、約 9 割の学生が負担を感じていた。 
 この調査結果、及び2003年度から導入されるセメスター
性を考慮し、保健体育のカリキュラムの変更が行われた。 
 必修 2 単位はそのまま、スポーツ総合・スポーツ種目、










 1970年代 4 単位必修が現在 2 単位必修、当時半期 6 コマ








法政大学体育・スポーツ研究センター紀要 30, 97-97(2012) 
